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ククララブブ会会長長テテーー

 幹事を拝命して・

声を掛けてくれます

栄とは、このことで

てず、本当に、あっ

手が、暖かい心が積

メンバーがそれぞれ

肉・と・不必要なも

オンズクラブが、奉

年間支えて頂き心よ

事
会
、
委
員
会
、
事
務
局
を
努
め
て
頂
き
ま
し

全
メ
ン
バ
ー
に
感
謝
し
ま
す
と
共
に
、
次
年
度

谷
丸
の
活
躍
を
祈
願
申
し
上
げ
、
御
礼
の
一
文

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

この一
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ママ『『  拡拡げげよよううウウｲｲ・・ササーーブブのの仲仲間間達達  、、伝伝

・・・・・云々を、記して早や一年が経とうとしています。諸先輩た

。良くやった！頑張ったね！もう少しだね！労いの言葉を掛けて頂き

す。幹事は大変だ、大変だ、と言われて早一年が過ぎました。なーん

と言うまでした。唯一感じたことがあります、クラブメンバー一人一

み重なり合って初めて社会への、奉仕、運動が、一歩進むことなんだ

の委員会に所属され活動されることは、人で言うなれば、心臓・・云

のは、全く無く完全に揃っているから、役割を、万全に果たすから、

仕団体として胸を張れるのだと思います。最後になりましたが、メン

り感謝申し上げます。本当に有難う御座いました。 

で
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
一
人
で
は
な
く
多
く

の
仲
間
と
共
に
行
動
す
る
事
、
伝
え
て
拡
げ
る
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
度
、「
拡
げ
よ
う
ウ

ィ
サ
ー
ブ
の
仲
間
達
、
伝
え
よ
う
奉
仕
の
心
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
取
り
組
み
ま
し
た
。
一
千
例
会
実

出
席
の
Ｌ
福
丸
、
Ｌ
平
井
、
両
名
が
今
年
度
に
い

ら
し
ゃ
っ
た
事
、
私
の
父
が
会
長
時
に
提
携
し
ま

し
た
、
佐
世
保
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
四
十
周
年

が
今
年
度
で
あ
っ
た
事
。
こ
の
頃
、
人
の
縁
、
巡

り
会
わ
せ
の
不
思
議
さ
を
感
じ
る
年
齢
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
二
十
七
年
の
辰
年
三
人
、
全
員
が

理
事
会
メ
ン
バ
ー
、
五
役
平
均
が
五
十
四
才
、
近

で
は
若
い
ス
タ
ッ
フ
で
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。
先

の
助
言
や
、
私
以
上
に
ご
苦
労
い
た
い
た
多
く

ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ
、
お
か
げ
で
こ
の
一
年
、

ま
く
手
を
取
り
な
が
ら
走
っ
て
き
ま
し
た
。
後

ヶ
月
油
断
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
次
期

谷
会
長
も
決
ま
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
今
年
、

年を振り返って！！ 会 長
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ええよようう奉奉仕仕のの心心  』』   
 

野ま浮ジどいて

・村上 健 
           
年輩のう一木理た木と

 

ちが優しく

身に余る光

にも役に立

人の優しい

と・・・・

々・・・筋

堺浜寺ライ

バー皆様一

一
年
を
、
振
り
返
っ
て
！ 

 
 
 

幹 

事 

滝
北 

健
治 

会
長
指
名
を
去
年
四
月
に
受
け
て
十
三
ヶ
月
・

球
で
す
と
、
九
回
裏
、
後
二
回
ま
で
や
っ
て
き

し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
色
々
な
事
が
思
い

か
び
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
今
年
の
桜
と
ツ
ツ

は
ゆ
っ
く
り
と
観
賞
出
来
ま
し
た
。
世
の
中
、

う
も
「
お
金
」
が
中
心
に
寄
り
過
ぎ
に
感
じ
て

ま
す
。
我
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
於
き
ま
し

も
、
一
番
大
切
な
の
は
「
出
席
」
で
あ
り
参
加

ズクラブ 発行責任者：村上 健 
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 この度、伝統と歴

誠に有難うございま

いますが、奉仕の前

く喜びと感動を与え

私たちが喜びと幸せ

せていただきました

内に思いきった会員

例会は今までにない

力な会員増強策であ

例会は楽しいもので

クラブは異業種の集

さを最大限発揮でき

の更なる発展の礎を

いただき精一杯努力

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歴史

 歴史ある堺浜

して一言抱負を述

経験も無い私で

「豊かな心、喜び

のご指導を賜り

ます。どうぞ宜し

れば、ライオンと

でございます。こ

ての活動を通じ、

は、「他への奉仕

言う事です。しか

するとまではいき

思いが先走ります

ニズムを経験出

いる決意でござい

 

堺浜寺ライオ
ＳＡＫＡＩ ＨＡＭＡＤＥＲＡ ＬＩＯＮＳ ＣＬＵＢ 平成１９年６月
 

年度会長を拝命して！！ 木谷 五十一 

史ある堺浜寺ライオンズクラブの第４４代会長を拝命して、大変光栄に存じます。 
す。私達はライオンズクラブの一員として地域の皆様にお役に立った奉仕をさせていただいて

に人として常に成長を続けなければならないと痛感しています。奉仕も物質面の援助だけでな

るものでなければならない時代になってきました。世のため、人のためにお役に立って始めて

を手に入れる事が出来るのではないかと考え、会長のテーマを「豊かな心、喜びの奉仕」とさ

。私達のクラブは４３年の歴史あるクラブだけに、メンバーの高齢化が進んでおります。今の

増強を計らないと、クラブ運営が難しくなります。幸い今年２月に行われたオブザーバー招待

画期的な企画といえます。入会が期待されるオブザーバーが一堂に会する訳ですので、大変強

った訳です。今期もこのオブザーバー招待例会を是非実施していただきたいと思っています。

なければなりません。和気あいあいのもっともっと楽しい例会にしたいものです。ライオンズ

まりであります、若いメンバーも増えてきていますので、お互いに情報を交換してクラブのよ

る場にしたいと考えています、又、若いメンバーが活躍できる機会もどしどし提供し、クラブ

築ければと考えています。まだまだ力不足の私でありますが、メンバーの皆様方のお力添えを

する所存であります。皆様のご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

ある当クラブの幹事として 岡田 良治 

 寺ライオンズクラブの次期幹事と

べさせて頂きます。基より実力も

ございますが、次期会長Ｌ木谷の

の奉仕」とのテーマの下、諸先輩

ながら懸命に頑張る所存でござい

くお願いします。聞くところによ

して一番経験の浅い幹事となる様

の三年間、ライオンズクラブとし

色々な人と出会い、一番学んだ事

は自らの精神性を豊かにする」と

しながら、自分自身まだまだ実感

ません。「大変である・・」との

が、次の一年は、誰よりもライオ

来るチャンスととらえ挑戦してま

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「次期三役の紹介」 

ンズクラブのホームページもご覧になれます。「http://www.h6.dion.ne.jp/~hamadera/」 
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 桜花爛漫、春宵

堺において、我が

メンバー５名をご

た。お招きのメン

経験者でもあるＬ

されている、我が

 開会の言葉や乾

た雰囲気のなかで

い、世話人会がこの

また、家族会などの

た。クラブでの３

笑い声を重ねなが

ら、出席者全員が

 最後の“また会

鳴らしていたマン

 ５名の皆様方に

        

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堺浜寺ライオ
ＳＡＫＡＩ ＨＡＭＡＤＥＲＡ ＬＩＯＮＳ ＣＬＵＢ 平成１９年６月
 

「ご長寿を囲む集い」 
      堺浜寺ラインズクラブ 

一刻・・・、と云う表現がまさにふさわしい４月７日（土）の夕刻、リーガーロイヤルホテル

クラブ（会員数４７名）の元会長５名が世話役（代表Ｌ宮部）となり、在籍中の８０歳以上の

夫婦で招待し、ご長寿のお祝いを兼ねての標記の集いが多数のＬ，ＬＬの参加の下に開催され

バーは、この４月にめでたく米寿を迎えられたＬ辻、チャーターメンバーで各種地区役員等の

岩田、Ｌ福丸、Ｌ平井、そして元会長のＬ荻野の５名で、終身会員として今もって元気潑剌と

クラブの宝物と云って過言ではない方々である。 
杯の前に、先ずは春をテーマにした曲のピアノの生演奏に耳を傾け、そのあとにリラックスし

の会食となった。円卓での和気藹々の食事と程良きアルコールでのくつろぎの頃合いを見計ら

日のために、５名の方々を中心の４０数年前のチャーターナイト当時からの例会や奉仕活動、

古写真をパソコンで色々な角度から編集したアルバムが舞台に大きな画面となって投影され

０年、４０年前のお互いに頭の毛の黒々と且つフサフサとした若かりし頃の姿に感嘆と述懐の

ら、また、若いメンバー達にとっては伝統ある我がクラブ史を興味津々と目の当たりにしなが

宴の時間超過も忘れる程の楽しいひとときとなった。 
う日まで”は、ソングリーダーに声楽に秀でたＬＬ乕田が、演奏は会長Ｌ村上の大学時代腕を

ドリンでと、この日の「宴」にふさわしい和やいだ輪となった。 
は今後とも矍鑠としてクラブをご鞭撻いただきたく願うところである。 
                             ＰＲ委員長 仲西 健豊 

 
 

第５３回地区年次大会（４月１５日）で、

我がクラブはガバナー表彰で、 
★ＩＴ関係での「クラブホームページコン

テスト」最優秀賞はじめ、 
★会員ノードロップ賞・ＬＣＩＦ（ＭＪＦ） 
協力優秀賞・ＣＳＦⅡにおけるモデルクラ

ブアワード、以上４部門において栄えある

受賞の英に輝いた。 

ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が 

最
優
秀
賞
に
！！ 

ンズクラブのホームページもご覧になれます。「http://www.h6.dion.ne.jp/~hamadera/」 
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クラブ・趣味の部 
 

連
休
の
合
間
を
ぬ
っ
て
五
月
一
日
に
吟
行
す
。 

そ
の
先
は
、
藤
を
鑑
賞
す
る
た
め
橋
本
市
「
子
安 

地
蔵
寺
」
当
日
心
配
さ
れ
た
雨
に
も
降
ら
れ
ず
楽 

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

日
の
代
表
句
よ
り 

  
縣
か
り
藤
あ
や
な
す
法
の
庭
と
言
は
ず 

 

真
佐
雄 

  

十
重
二
十
重
の
藤
波
く
ぐ
り
仏
殿
へ 

 
 

健 

豊 

白
藤
の
房
か
ろ
や
か
に
雨
上
が
り 

 
 
 

篁 

女 
   

藤
垂
る
る
石
仏
群
に
庇
護
さ
れ
て 

 
 
 

喜
世
子 

  

メ
ー
デ
ー
の
喧
騒
を
外
山
の
寺 

 
 
 
 

信 

幸 

  

藤
の
香
の
寺
苑
浄
土
と
言
ふ
べ
か
り 

 
 

香
津
男 

 

高
野
山
こ
こ
に
一
望
藤
の
寺 

 
 
 
 
 

一 
穂 

俳句部の活動報告  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ゴルフ部便り 片岡 隆 
 
 
 
  

 

年
に
一
度
の
ゴ
ル
フ
遠
征
、
今
年
は
琴
平
温
泉

（
香
川
県
）
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｍ
５
時
４

５
分
眠
た
い
目
を
擦
り
な
が
ら
参
加
者
２
１
名

が
続
々
と
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
に
集
ま
り
、
さ
あ
出
発

で
す
。
バ
ス
車
内
で
は
眠
気
も
な
ん
の
、
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
楽
し
い
会
話
が
飛
交
い
ア
ッ
と

い
う
間
に
Ｊ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
徳
島

県
）
に
到
着
し
ま
し
た
。
春
ら
し
い
爽
や
か
な
風

に
囲
ま
れ
気
持
ち
良
い
天
候
の
中
、
Ｌ
松
井
が
優

勝
、
二
位
に
Ｌ
木
谷
、
三
位
に
Ｌ
川
口
が
見
事
入

賞
し
ま
し
た
。
二
日
目
は
、
満
濃
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
香
川
県
）
で
行
い
ま
し
た
。
前
日

ま
で
雨
と
予
報
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
快

晴
と
な
り
汗
ば
む
位
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
Ｌ
磯

が
優
勝
、
二
位
に
Ｌ
村
上
（
英
）、
三
位
に
Ｌ

田
が
見
事
入
賞
し
ま
し
た
。 

今
回
は
二
日
間
共
ラ
イ
オ
ン
レ
デ
ｲ
の
入
賞

な
く
男
の
意
地
？
を
発
揮
出
来
た
遠
征
と
な

ま
し
た
。
本
年
度
最
後
の
コ
ン
ペ
を
無
事
に
終

、
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
致
し
ま

。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

尚
、
次
期
競
技
委
員
長
・
Ｌ
北
村
、
部
長
・
Ｌ

口
、
副
部
長
Ｌ
片
岡
、
会
計
・
Ｌ
川
端
で
ゴ
ル

部
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

会  
 
  

５
月
の
気
持
ち
よ
い
新
緑
の
中
で
仲
間
達
が
集
い
あ

っ
て
、
お
お
い
に
親
睦
を
ふ
か
め
ま
し
ょ
う
と
い
う
企

画
で
久
し
ぶ
り
に
“
サ
ミ
ッ
ト
Ｂ
Ｂ
Ｑ
金
剛
山
”
を
挙

行
し
ま
し
た
。
当
日
、
晴
天
を
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、

あ
い
に
く
山
頂
は
曇
り
空
、
気
温
は
摂
氏
７
度
。
か
な

り
寒
く
感
じ
ま
し
た
が
今
回
も
常
連
の
メ
ン
バ
ー
に
加

え
Ｌ
川
口
夫
婦
Ｌ
津
国
親
子
が
参
加
さ
れ
賑
や
か
に
楽

し
く
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
喋
っ
た
り
。
時
間
の
た
つ
の

を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
飲
む
の
は
良
い
の
で
す
が
帰
路

は
山
の
麓
か
ら
車
を
運
転
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
そ
ん
な
事
を
想
定
に
入
れ
て
、
Ｌ
東
に
１
０
人

乗
り
の
レ
ン
タ
カ
ー
を
用
意
し
て
頂
き
メ
ン
バ
ー
を
ピ

ッ
ク
ア
プ
し
な
が
ら
金
剛
山
に
集
合
し
た
の
で
交
通
安

全
旬
間
最
終
日
も
気
に
す
る
こ
と
な
く
心
お
き
な
く
ビ

ー
ル
、
純
米
酒
、
焼
酎
、
ワ
イ
ン
と
ふ
ん
だ
ん
に
飲
み
、

常
の
ス
ト
レ
ス
を
吹
き
飛
ば
す
事
が
で
き
た
の
で

、
と
思
い
ま
す
。
Ｌ
中
原
、
荒
木
、
村
上
、
片
岡
の

山
回
数
も
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
が
、
Ｌ
田
端
や
Ｌ

も
懸
命
に
後
を
追
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え

Ｌ
川
口
夫
婦
が
密
か
に
登
拝
を
重
ね
て
お
ら
れ
、
今

益
々
賑
や
か
に
な
り
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、

回
始
め
て
参
加
し
て
く
れ
た
、
Ｓ
Ｌ
津
国
の
お
二
人
、

ょ
っ
と
さ
む
か
っ
た
か
な
？
二
人
と
も
、
人
見
知
り

せ
ず
元
気
に
、
よ
そ
の
お
っ
チ
ャ
ン
に
混
じ
っ
て
食

た
り
遊
ん
だ
り
。
と
っ
て
も
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

ﾖ
。
ま
た
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ネ
、
メ
ン
バ
ー
の

々
も
た
ま
に
は
山
の
霊
気
に
あ
た
り
心
身
と
も
リ
ラ

ク
ス
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
い
つ
で
も
気

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

堺浜寺ライオンズクラブ例会場：リーガロイヤルホテル堺 ℡072-224-1121 例会日時：第２木曜日・第４木曜日 19:00～
当

部岡

 

がりえす

 

川フすお
金剛山探索同好
日は登東て後今ちもべた方ッ軽


